
現
在
、
私
た
ち
は
「
つ
な
が
ろ
う
」
と
す
る
強
い
意
志
が
な
け
れ
ば
、
孤
立
・
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
社
会
環
境
や
時
代
を
、
様
々

な
要
因
に
よ
り
生
き
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
年
度
の
都
小
国
研
の
研
究
活
動
は
「
つ
な
が
り
」
を
紡
ぎ
出
し
、
壁
を
つ
く
る
の

で
は
な
く
、
橋
を
架
け
る
よ
う
な
研
究
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
内
各
地
区
の
つ
な
が
り
、
学
校
現
場
と
行
政
と
の

つ
な
が
り
、
全
国
の
他
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
過
去
や
未
来
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
提
唱
さ
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
、
都
小
国
研
で
は
「
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
」
先
鋭
的
な
研
究
を

実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
上
に
、
今
の
研
究
活
動
の
充
実
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
、
様
々
な

困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
一
つ
ず
つ
石
を
置
く
よ
う
に
し
て
、
研
究
を
積
み
上
げ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
先
人
に
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
、
今
年
度
の
研
究
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
通
し
て
、
後
に
続
く
先

生
方
が
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
飛
躍
す
る
た
め
の
礎
と
な
る
よ
う
な
研
究
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
小
国
研
が
大
切
に
し
て
き
た
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
、
実
践
的
な
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
指
導
を
行
う
教

師
が
、
今
、
目
の
前
に
い
る
子
供
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
や
、
学
習
が
成
就
し
た
際
に
実
現
す
る
動
的
な
子
供
の
姿
を
明
確
に
捉
え
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
授
業
で
「
子
供
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
か
」
を
考
え
る
こ
と
は
、

実
は
「
そ
の
力
を
使
っ
て
、
そ
の
子
が
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
の
か
、
未
来
で
活
躍
す
る
姿
を
考
え
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
つ

ま
り
「
人
と
し
て
の
幸
せ
な
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
」
な
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

予
測
困
難
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、
言
葉
と
深
く
関
わ
り
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
で
、
人
や
社
会
・

自
然
と
よ
り
よ
い
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
有
意
義
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
な
力
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
研
究

活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
「
研
究
が
楽
し
い
。」
と
思
っ
て
く
れ
る
先
生
方
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
正
し
い
背
中
を
後
輩
た
ち
に
見
せ
た
い
。」
と
都
小
国
研
の
先
輩
が
、
私
た
ち
の
前
で
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
未
来
を
見
据
え

た
志
の
高
さ
や
、
教
師
と
し
て
の
矜
持
に
感
銘
を
受
け
、
自
分
な
り
に
そ
の
思
い
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
て
真
摯
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
国
語
の
学
び
が
楽
し
い
。」
と
い
う
子
供
た
ち
や
、「
研

究
が
楽
し
い
。」
と
い
う
先
生
方
を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
都
小
国
研
の
研
究
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

理
想
を
思
い
描
き
な
が
ら
も
、「
着
眼
大
局　

着
手
小
局
」
の
姿
勢
で
、
一
つ
ず
つ
確
実
に
研
究
活
動
の
石
を
置
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
練
馬
区
立
大
泉
学
園
小
学
校
長
）

研
究
は
「
つ
な
が
り
」
の
中
に

会　

長　

加
賀
田　

真　

理
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研
究
主
題

「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」

―
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、

�

学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
―

一　

研
究
大
会
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
を
工
夫
し
な
が
ら
、
各
部
の
活
動
、

ま
な
び
塾
、
研
究
大
会
を
再
開
。

（
一
）
総
会
・
講
演
会
・
研
究
委
員
総
会

５
月
13
日（
木
）誌
面
開
催

講
演
会
の
み
会
場
に
て
都
小
国
研
本

部
役
員
な
ど
の
若
干
名
の
参
加
で
開
催
。

そ
の
内
容
を
Ｈ
Ｐ
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
と
し
た
。

�

（
葛
飾
区
立
南
綾
瀬
小
学
校
）

会
則
第
14
条
「
総
会
の
議
を
経
な
く

て
も
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
行

使
し
、
総
会
成
立
。
書
面
で
の
提
案
・

承
認
の
形
を
と
る
。

・
会
長
以
下
新
役
員
承
認

・
活
動
計
画
、
研
究
事
業
計
画
承
認

・
講
演
「�

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え

た
学
習
指
導
と
学
習
評
価
の

在
り
方
」

　
　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　

教
育
課
程
課　

教
科
調
査
官

�

大
塚
　
健
太
郎
　
先
生

（
二
）
多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会

５
月
27
日（
木
）誌
上
発
表

（
三
）
第
三
二
回
研
究
大
会

２
月
18
日（
金
）オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

授
業
公
開
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
急
遽
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
研
究
実
践
発
表
に
変
更
。

�

（
文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校
）

・
講
演
「�

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指

す
小
学
校
国
語
科
の
単
元
づ

く
り
と
学
習
評
価
」

　
　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　

教
育
課
程
課　

教
科
調
査
官

�
大
塚
　
健
太
郎
　
先
生

二　

研
究
調
査
事
業

ま
な
び
塾

７
月
17
日（
土
）オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

事
前
の
申
し
込
み
、
会
費
の
振
り
込

み
を
行
っ
た
上
で
の
開
催
。

�

（
文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校
）

10
月
23
日（
土
）多
摩
ま
な
び
塾

�

（
府
中
市
立
府
中
第
二
小
学
校
）

【
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
】

「
自
己
充
実
を
目
指
し
、『
求
め
て
聞
く

子
』を
育
成
す
る
指
導
と
評
価
の
工
夫
」

授
業
実
践

・
10
月
５
日

練
馬
区
立
光
和
小
学
校
六
年

�

桒
子
　
綾
　
主
任
教
諭

・
11
月
25
日

板
橋
区
立
紅
梅
小
学
校
一
年

�

安
原
　
真
衣
　
教
諭

・
12
月
２
日

台
東
区
立
黒
門
小
学
校
三
年

�

濱
　
宗
伸
　
主
任
教
諭

年
間
講
師 

都
小
国
研
顧
問

�

邑
上
　
裕
子
　
先
生

【
書
く
こ
と
部
】

「
児
童
の
深
い
学
び
を
目
指
す
、主
体
的・

対
話
的
な
書
く
こ
と
の
単
元
づ
く
り
」

授
業
実
践

・
11
月
５
日

練
馬
区
立
光
が
丘
春
の
風
小
学
校
六
年

�

笹
木
　
望
美
　
主
任
教
諭

・
11
月
16
日

足
立
区
立
舎
人
第
一
小
学
校
四
年

�

桐
野
　
大
地
　
教
諭

・
11
月
29
日

北
区
立
豊
川
小
学
校
一
年

�

橋
浦
　
龍
彦
　
教
諭

年
間
講
師 

都
小
国
研
顧
問 

�

成
家
　
亘
宏
　
先
生

【
読
む
こ
と
部
】

「
学
び
の
質
を
高
め
る
評
価
活
動
と
指

導
の
工
夫
」

授
業
実
践

・
10
月
21
日

足
立
区
立
舎
人
小
学
校
二
年

�

福
田
　
晴
香
　
主
任
教
諭

・
11
月
９
日

調
布
市
立
布
田
小
学
校
五
年

�

大
久
保
　
啓
　
主
任
教
諭

・
11
月
29
日

江
東
区
立
南
陽
小
学
校
四
年

�

菱
谷
　
美
有
紀
　
教
諭

年
間
講
師 

都
小
国
研
顧
問 

�

岸
本
　
修
二
　
先
生

【
言
語
部
】

「
言
葉
の
よ
さ
に
気
付
き
、
親
し
み
、
日

常
生
活
に
生
か
す
単
元
づ
く
り
と
評
価
」

授
業
実
践

・
10
月
５
日　

葛
飾
区
立
道
上
小
学
校
二
年

�

小
黒
　
靖
子
　
主
任
教
諭

・
10
月
28
日

葛
飾
区
立
高
砂
小
学
校
五
年

�

田
中
　
裕
美
　
主
任
教
諭

年
間
講
師 

都
小
国
研
顧
問 

�

今
村
　
久
二
　
先
生

三　

研
究
成
果
刊
行
事
業

・
機
関
誌
「
国
語
教
育
」

第
二
一
九
号
・
二
二
〇
号

・
多
摩
地
区
研
究
会
会
報
「
国
語
教
育
」

第
一
〇
七
号
・
第
一
〇
八
号
・
第
一

〇
九
号

・
第
三
二
回
研
究
大
会
研
究
紀
要

第
四
三
号

令
和
三
年
度

研
究
活
動
報
告

事
務
局
次
長　

 

青
木　

由
美
子
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一　

研
究
主
題
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
二
九
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
学

習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
三
年
目
を
迎

え
た
。「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
等
」
の
三
つ
の
柱
で
整

理
さ
れ
た
国
語
科
に
お
い
て
、
育
成
す

べ
き
「
資
質
・
能
力
」
を
明
確
に
し
た

実
践
を
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

令
和
三
年
一
月
二
六
日
に
は
、
中
央

教
育
審
議
会
よ
り
「『
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全

て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び

の
実
現
～
」（
答
申
）
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
一
体
的
に
充
実
し

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
平
成
二
七
年
度
よ
り
研
究

主
題
を
「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創

造
」
と
し
、
国
語
科
に
お
い
て
児
童
が
身

に
付
け
た
豊
か
な
言
葉
の
力
を
他
教
科
や

日
常
生
活
に
生
か
す
豊
か
な
言
語
生
活

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
よ
り
、
副
主
題
を
「
評

価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、
学
び
の
質

を
高
め
る
単
元
づ
く
り
」
と
し
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。
改
め
て
国
語
科
と
し
て

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
明

確
に
し
、
共
有
し
て
い
く
。
ま
た
そ
の
成

果
に
つ
い
て
適
正
な
学
習
評
価
を
実
施
し

て
教
師
の
授
業
改
善
や
、
児
童
の
学
習

改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

し
て
、
学
習
の
系
統
上
の
次
単
元
や
他

教
科
の
学
習
、
日
常
生
活
の
中
で
活
用

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
言
葉
の
力
の
定
着

を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
く
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
通
常
の
学
級
に
も
複
数
名
在

籍
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
配
慮
を

要
す
る
児
童
に
対
し
て
も
「
個
別
最
適

な
学
び
」
を
実
現
す
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
「
協
働
的
な
学
び
」

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
む
。

ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
て
い
く
の
か

を
学
習
者
自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
粘
り
強
い
取
組
を
行
お
う
と
す
る

態
度
」
や
「
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ

う
と
す
る
態
度
」
の
伸
長
を
図
り
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
て
い
き
た
い
。

特
に
見
通
し
を
も
っ
て
学
習
に
取
り

組
む
こ
と
や
、
活
動
ご
と
に
自
分
の
学

習
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
次
に
ど
の
よ

う
に
学
習
を
進
め
て
い
く
か
を
繰
り
返

し
計
画
・
行
動
し
続
け
て
学
習
を
完
了

さ
せ
る
態
度
を
重
視
す
る
。「
学
習
評
価

は
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
に
関
し
、

児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
評
価
す
る
も

の
」（「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
の
た
め

の
学
習
評
価
に
関
す
る
参
考
資
料
よ
り
）

で
あ
り
、
教
師
が
評
価
規
準
を
定
め
、

評
価
場
面
や
評
価
方
法
等
を
計
画
し
て

実
施
す
る
。
し
か
し
、「
評
価
」
と
い
う

言
葉
は
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を

指
す
場
合
や
、
評
定
や
個
人
内
評
価
を

含
め
た
も
の
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
教

師
の
学
習
評
価
と
共
に
、
児
童
が
自
ら

を
評
価
し
、
学
習
改
善
に
進
ん
で
取
り

組
も
う
と
す
る
意
欲
の
引
き
出
し
方
や
、

活
動
の
さ
せ
方
に
つ
い
て
も
研
究
を
深

め
て
い
く
た
め
に
、研
究
副
主
題
を
「
評

価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、
学
び
の
質

を
高
め
る
単
元
づ
く
り
」
と
す
る
。

今
年
度
も
、
研
究
主
題
と
研
究
副
主

題
を
継
続
し
、「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育

の
創
造
―
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、

学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
―
」

と
し
て
研
究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

二　

研
究
主
題
に
迫
る
観
点

（
一�

）学
習
の
充
実
及
び
質
の
向
上
を
図

る
単
元
づ
く
り

○
学
校
・
学
級
・
個
々
の
子
供
の
実
態

に
応
じ
た
、
学
び
の
必
然
性
が
あ
る

指
導
の
充
実

○
豊
か
な
語
彙
の
拡
充
に
つ
な
が
る
指

導
の
工
夫

○
学
習
の
成
果
物
等
の
活
用
・
共
有
を

図
る
こ
と
に
よ
る
、
学
び
を
積
み
重

ね
る
指
導
の
工
夫

（
二�

）
学
習
改
善
・
授
業
改
善
に
つ
な
が

る
評
価
活
動
の
充
実

○
評
価
規
準
、
評
価
方
法
の
明
確
化

○
教
師
・
児
童
・
保
護
者
と
の
間
で
の

評
価
の
共
有

○
児
童
の
学
習
状
況
の
把
握
の
仕
方
の

工
夫

○
指
導
過
程
に
応
じ
た
評
価
や
長
期
的

な
視
点
で
の
評
価
の
工
夫

○
次
の
学
習
に
生
か
す
評
価
や
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
評
価　

○
児
童
が
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
、

調
整
で
き
る
学
習
過
程
の
工
夫

○
児
童
が
学
び
の
変
容
を
自
覚
で
き
る

自
己
評
価
、
相
互
評
価
の
工
夫

（
三�

）
国
語
科
及
び
他
教
科・他
校
種
等
と

の
連
携
に
よ
る
学
習
活
動
の
活
性
化

令
和
四
年
度
研
究
主
題
・
副
主
題

 
研
究
主
題

未
来
を
拓
く

�
国
語
教
育
の
創
造

 

副
主
題

～
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、

�

学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
～

副
会
長　

山
口　

麻
衣
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○
系
統
性
を
重
視
し
た
指
導
の
推
進

○
国
語
科
で
育
て
た
力
の
他
教
科
等
で

の
活
用
を
意
識
し
た
実
践
の
充
実

○
特
別
支
援
教
育
と
の
連
携
に
お
け
る

言
葉
の
教
育
と
し
て
の
拡
充
・
深
化

三　

研
究
主
題
の
進
め
方

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
」「
書
く

こ
と
部
」「
読
む
こ
と
部
」「
言
語
部
」

の
四
つ
の
研
究
部
を
基
幹
組
織
と
し
て

研
究
を
進
め
る
。
各
研
究
部
は
一
層
連

携
を
深
め
、
相
互
に
関
連
を
図
り
つ
つ

横
断
的
な
言
語
活
動
を
展
開
す
る
研
究

に
つ
い
て
も
実
施
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
会
全
体
の
研
究
活
動
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
意
図
し
、
様
々
な
調
整
を

図
り
な
が
ら
研
究
委
員
の
研
究
部
間
の

交
流
に
つ
い
て
も
可
能
性
を
探
る
。

特
別
支
援
教
育
的
な
配
慮
も
充
実
さ

せ
つ
つ
研
究
を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
の
整
備
状
況
に
配

慮
し
な
が
ら
、
各
部
の
実
態
に
応
じ
た

活
用
の
実
践
例
を
共
有
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
よ
り
、
教
育
活
動
や
研
究
活
動

に
制
限
が
か
け
ら
れ
た
り
、
活
動
の
見

通
し
が
立
て
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
な
ど

の
状
況
は
、
今
年
度
も
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
創
意
工
夫
に
よ
り
、
今

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。

令
和
四
年
度

都
小
国
研　

事
業
計
画

一　

研
究
大
会
事
業

（
一
）
総
会
・
講
演
会
・
研
究
委
員
総
会

　

令
和
四
年
五
月
十
二
日
（
木
）

�

文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校

総
会　

紙
面
総
会
の
成
立
の
報
告

講
演　

文
部
科
学
省
教
科
調
査
官

�

大
塚
健
太
郎
先
生

（
二
）
多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会

　

令
和
四
年
五
月
二
三
日
（
月
）

�

青
梅
市
立
第
二
小
学
校

総
会　

令
和
三
年
度
研
究
報
告

講
演　

本
会
会
長　

加
賀
田　

真
理

（
三
）
第
三
三
回
研
究
大
会

　

令
和
五
年
二
月
十
七
日
（
金
）

�

練
馬
区
立
大
泉
学
園
小
学
校

○
研
究
発
表
及
び
講
演
を
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
に
て
実
施
す
る
。

二　

研
究
調
査
事
業

（
一
）
ま
な
び
塾

　

令
和
四
年
七
月
十
六
日
（
土
）

�

大
田
区
立
洗
足
池
小
学
校

○
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
座
八
コ
ー
ス
、

対
面
に
よ
る
講
座
一
コ
ー
ス
の
開
催

　

令
和
四
年
十
月
二
九
日
（
土
）

�

府
中
市
立
府
中
第
二
小
学
校

○
対
面
に
よ
る
講
座
の
開
催

（
二
）
各
部
の
定
例
研
究
会

各
部
を
超
え
て
公
開
す
る
研
究
授
業

「
小
研
」（「
大
会
」
に
対
し
て
「
小
研
」

と
称
す
る
）
を
実
施
す
る
。

（
三
）
各
部
の
研
究
活
動

①�

研
究
主
題
・
副
主
題
を
踏
ま
え
て

各
部
の
主
題
を
設
定
し
、
授
業
研

究
に
よ
り
研
究
主
題
を
追
究
す
る
。

②�

各
支
部
へ
の
研
究
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
の
連
携
を
深
め

て
い
く
。

③�

各
研
究
部
は
、
大
会
を
は
じ
め
、

小
研
、
機
関
誌
、
研
究
紀
要
等
に

研
究
成
果
を
発
表
す
る
。

（
四
）
各
支
部
の
研
究
活
動
へ
の
協
力

各
研
究
部
、
顧
問
・
参
与
は
、
各
支

部
の
国
語
科
教
育
の
充
実
に
資
す
る
支

援
を
積
極
的
に
行
う
。　

三　

研
究
成
果
報
告
事
業

（
一
）
機
関
誌
「
国
語
教
育
」

二
二
一
号
、
二
二
二
号
の
発
行

多
摩
地
区
研
究
会
報
「
国
語
教
育
」

一
一
〇
号
、
一
一
一
号
、
一
一
二
号

の
発
行

（
二
）
研
究
紀
要

�

第
四
四
号
（
令
和
五
年
二
月
十
七
日

第
三
三
回
研
究
大
会
研
究
紀
要
）
の

発
行

「
全
て
の
教
師
は
国
語
教
師
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

こ
れ
は
、
三
十
年
程
前
、
区
小
研
で

の
講
師
大
内
敏
光
先
生
の
ご
指
導
で
し

た
。
子
供
た
ち
と
向
き
合
い
、
指
導
す

る
教
師
が
、
ど
れ
だ
け
言
葉
を
意
識
し
、

豊
か
な
言
語
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切

か
と
い
う
こ
と
と
、
言
葉
の
力
を
付
け

る
教
師
こ
そ
が
全
て
の
学
習
指
導
や
生

活
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
師
と
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
毎

日
の
授
業
や
学
級
事
務
等
に
悪
戦
苦
闘

す
る
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
都
小
国
研
の
小

研
授
業
を
自
校
の
先
輩
教
員
が
行
い
、

参
観
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
私

も
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
二
校
目
に
異
動
後
は
、
さ

ら
に
都
小
国
研
所
属
の
先
輩
教
員
も
増

え
、
私
を
都
小
国
研
で
の
学
び
の
入
口

に
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
都
小
国

研
で
は
「
書
く
こ
と
部
」
に
所
属
し
、

部
長
・
副
部
長
・
講
師
の
先
生
方
に
ご

「
学
び
た
い
」と

�

い
う
思
い

顧
問　

風
澤　

明
子
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指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
単
元
開
発

や
柔
軟
な
学
習
過
程
、
指
導
と
評
価
の

一
体
化
の
視
点
で
、「
学
び
た
い
」
を

共
有
す
る
仲
間
と
研
究
を
進
め
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
書
く
こ
と
部
副
部
長
・
部
長

を
経
て
、
昨
年
度
は
会
長
と
い
う
任
を

務
め
、
長
い
間
都
小
国
研
で
の
研
究
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
ご
指
導
・
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
再
任
用
校
長
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
私
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
学
校
経
営
を
支
え
る
教
師
の
力
は
授

業
力
で
あ
り
、
授
業
力
の
基
盤
は
国
語

科
で
あ
る
と
、
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
一
人
一
人
の
質
の
高
い
学
び

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
教
師
が
「
学

び
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
も
っ
て
、

継
続
的
な
研
究
と
実
践
を
進
め
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
、
区
市
町
村
に
お
け
る
研

究
や
校
内
研
究
な
ど
の
歩
み
は
様
々
で

す
が
、
今
後
も
都
小
国
研
が
東
京
都
の

国
語
教
育
を
担
う
教
師
の「
学
び
た
い
」

を
、
協
働
的
か
つ
実
践
的
な
研
究
と
し

て
一
層
充
実
さ
せ
、
多
方
面
に
発
信
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
姿
を
常
に
思
い
描
き
な
が

ら
、「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」

に
向
け
さ
ら
に
前
進
を
。

小
学
校
勤
務
時
の
こ
と
で
す
。

保
健
室
前
で
中
学
年
の
男
子
児
童
が

腕
を
押
さ
え
な
が
ら
、
興
奮
し
て
何
や

ら
訴
え
て
い
ま
す
。

「
雲
梯
の
下
で
、
腕
つ
い
て
…
…
」

「
ど
ら
、
見
せ
て
ご
ら
ん
。」（
と
私
）

「
違
う
。〇
組
の
だ
れ
だ
れ
ち
ゃ
ん
。」

「
そ
れ
を
早
く
言
い
な
さ
い
よ
。」（
と

私
）日

常
茶
飯
事
の
風
景
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
、

低
学
年
で
指
導
す
べ
き
、（
私
は
最
も

重
要
な
指
導
事
項
だ
と
思
う
の
で
す

が
）
主
語
と
述
語
が
表
せ
な
い
姿
か
と

考
え
ま
す
。

「
〇
〇
ち
ゃ
ん
が
雲
梯
か
ら
落
下
し

て
、
そ
の
際
右
腕
を
つ
い
た
よ
う
で
す
。

今
上
腕
部
を
押
さ
え
て
相
当
痛
そ
う
に

し
て
い
ま
す
…
…
」
と
ま
で
は
言
え
な

く
と
も
、
主
語
・
述
語
を
固
定
さ
せ
た

上
で
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
な
ぜ
、
ど
の

よ
う
に
…
…
を
添
え
て
報
告
す
る
、

じ
っ
く
り
と
し
た
指
導
が
で
き
な
い
現

状
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
表
現
し
尽
く
せ
な
い
で
い
ら

い
ら
し
、
即
相
手
の
せ
い
に
す
る
大
人

社
会
の
現
状
も
。

良
い
言
葉
の
応
酬
や
交
流
が
、
十
分

で
き
て
い
る
の
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
に

各
自
の
考
え
は
華
々
し
く
並
ぶ
け
れ
ど

も
、
他
の
考
え
の
ど
こ
に
同
意
し
、
ど

こ
は
納
得
で
き
ず
、
共
通
に
議
論
を
深

め
た
い
点
は
何
か
。
忙
殺
さ
れ
る
状
況

で
、
そ
こ
ま
で
先
生
方
の
手
が
回
ら
な

い
の
で
は
と
憂
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
基

礎
的
・
基
本
的
な
指
導
に
時
間
を
か
け

ら
れ
る
時
代
に
な
れ
ば
と
祈
り
ま
す
。

細
か
な
悩
み
を
率
直
に
出
し
合
え
る

都
小
国
研
で
あ
り
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

思
え
ば
、
二
十
代
の
頃
、
添
野　

誠

先
生
な
ど
と
拝
島
の
駅
で
出
会
い
、
当

時
の
作
文
部
の
授
業
を
拝
見
に
行
っ
て

以
来
、
ず
っ
と
本
会
の
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
導
き
い
た
だ
き
ま

し
た
も
う
ご
他
界
さ
れ
た
先
生
方
を
は

じ
め
、
多
く
の
先
生
方
の
お
導
き
で
こ

の
三
月
ま
で
本
会
で
の
活
動
を
お
許
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
、
週
四
日
、

中
野
の
帝
京
平
成
大
学
（
教
職
セ
ン

タ
ー
）
で
、
教
師
の
卵
の
み
な
さ
ん
の

相
談
に
乗
る
日
々
で
す
。
今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
読
み
・
書
き
・
算
盤
」
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

加
わ
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
約
三

十
年
前
、
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
が
で

き
た
頃
は
、
子
供
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
触
れ
て
、
非
日
常
的
な
体
験
を
す
る

こ
と
で
、
科
学
の
進
歩
に
関
心
を
も
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

に
な
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
登
場
で
、
日
常
的
に
活
用
で
き
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
世
の
中
が
急
激
に
変

化
す
る
予
想
困
難
な
時
代
と
言
わ
れ
る

中
で
、
世
界
を
駆
け
巡
る
「
情
報
」
は
、

ま
さ
に
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
勢
い

で
量
的
に
も
時
間
的
に
も
、
私
た
ち
の

生
活
に
入
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
情
報
を
上
手
く
活
用
す
る

力
を
付
け
る
た
め
に
新
た
な
学
習
ツ
ー

ル
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
が
子
供
た
ち
の
机

の
上
に
加
わ
っ
た
訳
で
す
。

ワ
ー
プ
ロ
が
登
場
し
た
時
か
ら
、
私

た
ち
大
人
は
「
書
く
こ
と
」
に
つ
い
て

多
く
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
き
ま
し
た
。

部
分
的
に
文
章
を
考
え
て
、
簡
単
に
順

序
を
並
べ
替
え
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ

基
礎
的
な

�

指
導
を
見
直
す

参
与　

伊
藤　

浩
介

「
書
く
こ
と
」の

�

こ
れ
か
ら

参
与　

増
田　

好
範
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と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

文
章
を
書
く
時
間
が
飛
躍
的
に
短
縮
さ

れ
た
し
、
使
用
す
る
言
葉
や
表
現
の
吟

味
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
で
、

子
供
た
ち
に
も
そ
れ
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
作
文
の
推
敲
で
難
儀
し
て
い
た
子

供
た
ち
に
と
っ
て
も
朗
報
で
す
。

た
だ
し
、
小
学
校
と
い
う
発
達
段
階

を
考
え
た
時
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ

れ
た
「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能

力
」
の
う
ち
、
言
語
能
力
と
情
報
活
用

能
力
の
学
年
に
応
じ
た
指
導
を
ど
う
す

る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
筆
記
用
具
で

文
字
を
書
く
こ
と
」
と
「
キ
ー
ボ
ー
ド

等
で
文
字
を
入
力
す
る
」
こ
と
の
つ
な

が
り
や
バ
ラ
ン
ス
、
使
用
場
面
を
考
え

た
上
で
、
六
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計

画
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
方

法
の
工
夫
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
き

た
文
章
を
構
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や

付
箋
の
利
用
、
完
成
し
た
文
章
に
対
す

る
感
想
・
意
見
の
伝
え
合
い
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
活
用
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
含
め
、
今
後
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
内
容
で
す
。

最
近
、「
六
十
歳
か
ら
の
○
○
」、「
七

十
歳
の
○
○
」、「
八
十
歳
の
○
○
」
等
、

齢
の
節
目
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
本
を
多

く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人

生
百
年
と
言
わ
れ
始
め
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
百
年
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
っ

た
ら
よ
い
の
か
、
私
を
含
め
、
彷
徨
っ
て

い
る
人
が
増
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
手
の

本
が
売
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

穏
や
か
に
、
心
静
か
に
、
楽
し
く
生
き

る
た
め
の
「
指
標
」
の
よ
う
な
も
の
が

ほ
し
く
て
、
つ
い
手
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
の
愛
読
書
は
、
坂
東
真
理

子
さ
ん
の「
七
十
歳
の
た
し
な
み
」で
す
。

そ
の
時
々
で
、
感
じ
入
る
箇
所
は
変
わ

り
ま
す
が
、何
度
読
ん
で
も
冒
頭
の
『
齢

を
と
っ
た
ら
上
機
嫌
で
い
な
さ
い
。』
と

い
う
言
葉
に
、
遣
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

筆
者
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
気
分
に
任

せ
て
い
る
と
、
高
齢
者
は
ど
ん
ど
ん
不

機
嫌
に
な
っ
て
い
く
と
言
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
不
機
嫌
に
な
る
種
は
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。
若
い
人
に
と
っ

て
は
、
高
齢
者
の
不
機
嫌
ほ
ど
厄
介
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
再
任
用
校
長
４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
経
験
年
数
だ
け
は
積
み

ま
し
た
が
、
日
々
学
校
経
営
の
奥
深
さ

に
苛
ま
れ
な
が
ら
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い

ま
す
。

特
に
こ
こ
数
年
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

も
し
た
こ
と
が
な
い
不
機
嫌
な
種
が
、

教
育
の
世
界
を
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
応
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
の
変
化
と
共
に
家
族
や
家
庭
の
在

り
方
も
変
化
し
ま
し
た
。
教
師
の
働
き

方
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
師
と
い
う

職
業
に
魅
力
を
感
じ
る
人
材
も
減
っ
て

き
ま
し
た
。
学
校
に
馴
染
め
な
い
子
供

も
増
え
て
い
ま
す
。

「
穏
や
か
に
」、「
心
静
か
に
」
と
は

ほ
ど
遠
い
場
所
に
い
ま
す
が
、
自
校
の

若
い
先
生
方
か
ら
、「
３
年
次
研
で
、

国
語
の
授
業
を
や
り
ま
す
。
見
て
く
だ

さ
い
。」、「（
国
語
の
）
こ
の
単
元
の
課

題
作
り
の
場
面
を
や
り
た
い
の
で
す
が
、

相
談
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。」
等
と
声
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
年
齢
や
時
を
忘
れ
て
、
あ
あ
で

も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
、
先
生
方
と

話
し
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
感
覚

は
、
都
小
国
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

頃
の
感
覚
と
同
じ
で
す
。
そ
の
感
覚
が

懐
旧
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な

が
ら
、
上
機
嫌
に
国
語
教
育
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
願
う
こ
の
頃
で
す
。

上
機
嫌
に
過
ご
す

参
与　

守
田　

由
紀
子

編
集
後
記

昨
年
度
、
東
京
都
小
学
校
国
語
教

育
研
究
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
オ

ン
ラ
イ
ン
活
用
等
、
新
し
い
試
み
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、総
会
に
お
い
て
、引
き

続
き
研
究
主
題「
未
来
を
拓
く
国
語

教
育
の
創
造
～
評
価
活
動
の
充
実
を

通
し
て
、学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ

く
り
～
」を
目
指
し
、国
語
教
育
に
邁

進
す
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

六
月
の
常
任
理
事
会
で
は
今
年
度

の
研
究
の
方
向
性
を
話
し
合
い
ま
し

た
。「
学
び
の
質
を
高
め
る
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
ど
の
よ
う
な
取

組
が
有
効
な
の
か
今
ま
で
の
取
組
を

も
と
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
児
童
が

主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
単
元
・
授
業

づ
く
り
や
児
童
が
自
ら
の
学
び
を
振

り
返
り
、
調
整
す
る
力
を
身
に
付
け

て
い
く
た
め
の
評
価
の
工
夫
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
が
同
じ
方
向

を
見
て
よ
り
都
小
国
の
研
究
を
進
め

て
い
く
一
年
に
で
き
そ
う
で
す
。

結
び
に
、
お
忙
し
い
中
、
玉
稿
を

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
顧
問
・
参
与
の
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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